
式   辞 

降り積もった雪もようやく溶けはじめ、

暖かい日差しが春の気配を運ぶ今日の佳き

日に、安平町長及川秀一郎様をはじめ、多

くの皆様の御臨席を賜り、保護者の皆様と

ともに卒業生の門出を祝福できますことは、

私ども教職員にとりましてもこの上ない慶

びであり、心より厚く御礼申し上げます。 

只今、卒業証書を授与いたしました第７

０期生、２２名の３年生の皆さん、卒業お

めでとうございます。本日、めでたく卒業

の日を迎えることができましたことは、一

人ひとりが３年間たゆまぬ努力を積み重ね

てきた結果であることは言うまでもありま

せん。毎日真剣に臨んだ授業、クラスが団

結・協力した行事やボランティア活動、互

いに切磋琢磨し合った部活動、高い目標を

持って取り組んだ進路活動など、積み重ね

てきた努力は、数え上げればきりがありま

せん。 

その努力に対し、心から拍手を送ります。

ぜひ今日は自分を存分にほめてください。

それと同時に、友人や先輩後輩、お世話に

なった方々、そして何より、これまで支え

続けていただいた御家族に感謝の気持ちを

言葉で表してください。 

さて、皆さんを取り巻く社会は、日々変

化し続けています。特に、世界各地で起き

ている戦争や紛争、国内では元日の能登半

島地震や気候災害など、想定や予測が困難

な状況が次から次へと起きています。 

私は、これからの社会を生きぬくには「課

題を的確に捉えて解決する力」を持つこと

が重要だと考えています。大きく変化する

社会では、つきつけられる課題も多様化し

ています。まずは自分の身近にある課題を

捉え、一つずつ解決していく方法や手順を

身につけてください。それができたなら、

次は地域や社会へ目を向けて人々の幸せの

ために力を発揮して頂きたいのです。皆さ

んは、すでに先月行われた学習成果発表会

で安平町や追分高校が抱える課題とその解

決策を提言しています。それらのアイディ

アのいくつかは、近い将来実現することで

しょう。 

このような前向きな姿勢を持ち続け、さ

らに充実した人生を送るためにも、卒業の

区切りである本日を、その決意をしっかり

と固める最初の日にしてください。 

また、社会を生き抜く上では、本校の校

訓も皆さんの大きな道しるべであり続けま

す。社会の変化は、自分の手で未来を創り

出す大切な機会であるとも言えるのです。

どうか卒業後もこの三つの言葉「自律・誠

実・実践」を忘れずに自分の道を自身の手

で切り拓いてください。皆さんが、より強

くたくましく、幸せな人生を歩まれること

を祈っています。 

ただ、ときには、高い壁が立ちはだかる

こともあるかも知れません。嬉しいときは

もちろん、悲しいとき、あるいは迷ったと

き、そのようなときは、いつでも追分高校

を訪れてください。３年間過ごした「丘の

上の学び舎」は、皆さんを温かく迎え入れ

ます。 

終わりになりますが、この日を心待ちに

していた保護者・ご家族の皆様の、これま

での御支援に深い感謝と、共に慶び合い、

さらに卒業生の未来に幸多かれとお祈り申

し上げ、式辞といたします。 
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